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株式会社FLAPS
ものづくりの根幹は「制御・組込み系」にあり
JASAへの入会で組込み分野の事業化に向け本格始動

立命館大学 理工学部 電子情報工学科 マルチメディア集積回路システム研究室　教授/博士（工学） 熊木 武志氏
琵琶湖で水質調査、野菜育成を促進するLED、ロボットに個性を…
独創性のあるLSIアーキテクチャ開発で社会に役立つ技術を研究

etc.
etc.

JASAパビリオン近畿ゾーン
出展社によるレビュー

［関東支部企画WG］ 関東支部例会開催報告
［ビジネス交流委員会］ 地域交流セミナー報告レポート

会社訪問

大学訪問

イベント

［顧問弁護士からのメッセージ］ 
顔認識技術についての規制について/従業員による会社情報の持出しを理由とする懲戒解雇について
横田英史の書籍紹介コーナー／クミコ・ミライ ハンダフルワールド（第25話）
シドニー大学 工学部 YongKenTye教授来訪／新卒求人企業  新卒就活生・学校関係者様のマッチング行事 業界研究セミナー
新入会員企業紹介

レビュー

2023年

11月15日　 17日
パシフィコ横浜 展示ホール/アネックスホール

自動車開発は
ソフトウェアファーストへ!

自動車開発は
ソフトウェアファーストへ!

10:0010:00～17:0017:00（1616日は18:0018:00）

水 金～

開幕特集

展示&カンファレンス情報｜ETロボコン/イノベーションチャレンジ｜
出展製品/サービス カオスマップ�������



［会社訪問］ 株式会社FLAPS
ものづくりの根幹は「制御・組込み系」にあり
JASAへの入会で組込み分野の事業化に向け本格始動
［大学訪問］ 
立命館大学 理工学部 電子情報工学科 マルチメディア集積回路システム研究室
琵琶湖で水質調査、野菜育成を促進するLED、ロボットに個性を…
独創性のあるLSIアーキテクチャ開発で社会に役立つ技術を研究

Bulletin JASA  vol.87    contents ※記載の会社名、製品名などは各会社の商標または登録商標です。 ※本紙掲載記事の無断転載を禁じます。

［関東支部企画WG］ 関東支部例会開催報告 
［ビジネス交流委員会］ 地域交流セミナー報告
EdgeTech+West 2023 レビュー
［顧問弁護士からのメッセージ］ 
顔認識技術についての規制について/
従業員による会社情報の持出しを理由とする懲戒解雇について
横田英史の書籍紹介コーナー
クミコ・ミライ ハンダフルワールド（第25話）
会員企業一覧
シドニー大学 工学部 YongKen Tye教授来訪
新卒求人企業  新卒就活生・学校関係者様のマッチング行事 業界研究セミナー
編集後記

8…

10…

12…

14…
15…

16…
17…
18…
20…

［特集］
��������	 
�
�プレビュー
  1… 展示会概要　4… ETロボコン/イノベーションチャレンジ
  6… 出展製品・サービス カオスマップ

　2022年度に開設し好評だった特許無料相談窓口（期間限定）を今年
度も継続します。
　主に特許に関する発明相談、出願相談、契約書、鑑定、訴訟等につい
て、弁理士が無料でご相談に応じます。担当弁理士は、IT分野の特許を
専門としておりますが、商標等についても相談可能です。

●無料相談期間　2024年3月31日まで
●担当弁理士　　早原 茂樹 氏

相談を受ける際の手順
❶ご相談を希望される会員は、以下アドレスへ、相談日時調整のメールを送付ください。　��：�������	���
����
メールヘッダ：JASA特許無料相談の日時調整希望
メール内容：※貴社名　※ご担当者お名前　※ご相談内容の概略　※希望日時（候補日時：３程度）
❷メールを受信いたしましたら、返信させていただきます。
面談内容を予め理解するために、大凡の発明提案資料を送付してください。
IT分野を専門とする弁理士です、技術的な説明で問題ありません。守秘義務は、弁理士法及び技術士法によって担保されています。
❸Web会議のツールは、企業のシステム（zoom、Teams等）に対応いたします。

「弁理士（特定侵害訴訟代理）」「技術士（情報工学）」
情報技術専攻・早原特許技術事務所・所長
株式会社Orbis Brain・代表取締役CEO（JASA会員）
����������	���
�������������

会員限定サービス

郵送受付中

『Bulletin JASA』は、当協会発行の会報です。（1月・4月・7月・10月 年4回発行）
組込み技術業界の動向や各種セミナーなど、様々な情報を皆様に発信しています。
ご希望の方には、必要部数をお届けいたします。以下フォームよりお申し込みいただけます。
＊組込み技術、製品設計・開発など、業界に関連する方が対象となります。

＜主なトピックス＞
1月：「新春」　業界の見通し -会員アンケート、業界キーマン座談会 etc.
4月：「技術特集」　旬の技術を深堀する“知っておきたいHOTキーワード” etc.
7月：「EdgeTech+West 特集」　出展社紹介、JASA技術本部成果発表会 etc.
10月：「EdgeTech+ 特集」　展示会プレビュー、EdgeTech+Westレビュー etc.

�����������	
���	�	
����������������
������������������
▼
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協会主催の技術総合展「EdgeTech+2023」が11月15日（水）から3日間、
パシフィコ横浜で開催されます。
“エッジ”の現在と今後に切り込んでいく注目の技術、先進の応用分野と＜プラス＞の
新技術、分野を厳選し、最新のソリューション展示と最前線で活躍するトップ企業の
ビジネスリーダー、産官学のキーパーソンなどによるカンファレンスでホットな情報を
網羅し発信いたします。
さらに今回は、大きな変革期を迎えた自動車開発におけるソフトウェアテクノロジーにフォーカスした特別企画
『オートモーティブ ソフトウェア エキスポ』を開催、最新動向をキャッチアップしお届けします。
ぜひ、最新の組込みとエッジコンピューティング技術の情報、製品、ソリューションを会場で体感ください！

EdgeTech+フェスタ

エッジテクノロジーに新たなプラスで加速するDXと事業変革

会場：パシフィコ横浜 展示ホール／アネックスホール

夏目 利沙 氏
テスラモーターズジャパン

井﨑 武士 氏
エヌビディア

坂村 健 氏
INIAD（東洋大学情報連携学部）

西脇 資哲 氏
日本マイクロソフト

村田 賢一 氏
トヨタ自動車

デジタル社会をけん引する人材発掘プロジェクト

ドリンクを用意してお出迎え
グラス片手に有意義な情報交流を

マイクロプロセッサ黎明期からのファミリー展

チャンピオンシップ大会

全国から優秀チームが集結！

画像認識・解析AI技術が集結

自動車開発でのソフト
ウェア技術にフォーカス。
関連技術、製品、情報が集結

業界と国内産業をけん引する
製品・サービスを表彰

��������	
����

初開催！

2023

��������	
�� テーマ

展示特別企画

テスラ 特別試乗会
in オートモーティブ ソフトウェア エキスポ

イベント期間中に試乗会を開催 ＊詳細は展示会サイトで

11月15日水 ‒17日金
10:00-17:00
（��日［木］は�����まで）

エッジテックプラス����������������������������

16日
17:00-18:00



多様な分野で活用が期待されるキーテクノロジー最前線をキャッチアップ!!

自動車開発におけるソフトウェア技術にフォーカス。
関連技術、製品、情報が集結

昨年を上回る展示規模で開催！
IoT、AI、組込みハード/ソフト、セキュリティなど各社の最新製品・サービス・ソリューションをご覧いただけます。
また、新企画「オートモーティブソフトウエアエキスポ」なども開催。注目分野の最新動向を体感ください。

昨年を上回る展示規模で開催！
IoT、AI、組込みハード/ソフト、セキュリティなど各社の最新製品・サービス・ソリューションをご覧いただけます。
また、新企画「オートモーティブソフトウエアエキスポ」なども開催。注目分野の最新動向を体感ください。

昨年を上回る展示規模で開催！
IoT、AI、組込みハード/ソフト、セキュリティなど各社の最新製品・サービス・ソリューションをご覧いただけます。
また、新企画「オートモーティブソフトウエアエキスポ」なども開催。注目分野の最新動向を体感ください。

DX社会の実現やさらなるイノベーションの
発展に向けて画像認識・解析AI技術が集結

AI導入最前線 ～ChatGPT等、生成AIの業種別活用トレンドから画像認識、需要予測の動向まで～
正常画像のみを利用して異常検知モデルを作成！ ～Neural Network Consoleの新機能のご紹介～

自律学習AIが警備現場の「いつもと違う」を見逃さない ～AI画像解析を活用した施設警備の高度化・効率化～

最先端のソフトウェアテクノロジーを多彩な展示と専門セミナーで紹介!!

（株）アイスマイリー 代表取締役　板羽 晃司氏

ソニーネットワークコミュニケーションズ（株）  法人サービス事業部 データサイエンティスト　松原 雅信氏

（株）マクニカ ビジネスソリューション第２統括部 カスタマーサクセス室　濵田 光央氏

他、展示会場内特設会場にてセミナーを開催

テスラモーターズジャパン（同）
Marketing Programs and Development Manager, 

Energy Products‒Japan, Thailand and New Markets, APAC
夏目 利沙氏

マイクロソフト コーポレーション
CTO, Automotive & Mobility　Pasula Reddy氏

（株）Synspective 執行役員
データプロダクション部ゼネラルマネージャー

今泉 友之氏
（株）SUBARU 技術本部 ADAS開発部主査

兼 SUBARU Lab副所長　金井 崇氏
（株）ブライセン エンベデッド本部 エンベデッド営業部

部長　芥川 公文氏

PTC ALMセグメント ゼネラルマネージャー
Christoph Braeuchle氏

ボッシュ（株） 副社長、モビリティソリューションズEVP
クリスチャン・メッカー氏

ボッシュ（株） モビリティソリューションズ、
システムズエンジニアリング＆技術戦略部
ゼネラルマネージャー　後藤 悠一郎氏

（株）デンソー Chief Software Officer（CSwO）
林田 篤氏

Eclipse Foundation Vice President, 
Ecosystem Development　Michael Plagge氏

Eclipse Foundation Director, 
SDV Ecosystem　Marc Virgil氏

マツダ（株） エグゼクティブフェロー イノベーション
人見 光夫氏

Upstream Security（株） VP Market Development
Giuseppe Serio（ジュゼッペ・セリオ）氏

トヨタ自動車（株） デジタルソフト開発センター フェロー
President & Chair of BoD, 

Automotive Edge Computing Consortium(AECC) /
Advisory Board, Automotive Grade Linux(AGL)

村田 賢一氏

関連講演

関連講演
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テスラのミッションと国内外における取組み

SDV: Driving Business Value with Configurability

マツダのモデルベース開発

自動車産業向けサイバーセキュリティの最新状況と対策事例

SDV(Software Defined Vehicle)と
コネクティッドカーをとりまく技術トレンド

CASE時代を勝ち抜く、デンソーのSDV・ソフトウェア戦略

自動車から宇宙まで広がるAI/データ活用
～SUBARU・Synspective・ブライセン コラボセッション～

Eclipse Software Defined Vehicle
-自動車業界におけるオープンコラボレーション

自動車業界における規模に応じたイノベーションの加速

Software Defined Vehicles と
必要となるモビリティのアーキテクチャ (仮)

ExhibitionE Conferenceo&



JASA技術本部による研究成果、WGの活動を紹介するセミナーや、JASA国際交流委員会に
よる海外諸国の先進事例セミナー、組込みシステム業 高齢者雇用推進セミナーなどを開催。
JASA技術本部によるセミナーでは、安心安全とロボット、AIを基軸とした成果研究、新分野への展開に向けたエッジコ
ンピューティング、ドローン、エネルギー等の技術を追求する先端研究レベルの成果から、テーマを厳選して実施します。

複雑システムの安全分析／STAMP ～システミック思考にもとづく安全分析のパラダイムシフト～
コンテナ技術活用におけるセキュリティ対策の勘所
Society5.0実現に向けたエッジデバイスの役割 ～コモングラウンド委員会活動紹介～
笑う門には福来る　笑顔を促す感情分析技術の提案
OSSによるLSI開発 OpenEDAとRISC-V(update)
組込AIの現状の紹介と、組込みでの生成AIの可能性について
OpenELが変える組込みシステム開発
オープンな仕様で自由に活用できるRISC-Vプラットフォームの整備
組込み技術におけるハードウェアの必要性とデバイスWGの今後の活動
高齢者雇用推進セミナー ～高年齢者雇用安定法改正を踏まえて～
JASAグローバルフォーラム2023
『海外人材の教育研修から、本格的な採用に向けて』 ～優秀な海外人材を採用しよう！～

効率的コミュニケーションの新時代: ChatGPTを活用したビジネス革新
日本マイクロソフト（株） 業務執行役員 エバンジェリスト　西脇 資哲氏

生成AIの開発・活用を加速するNVIDIAの取り組み
エヌビディア（同） エンタープライズ事業本部 事業本部長　井﨑 武士氏

さまざまな製品で利用されているAWSのIoTサービスの活用事例
アマゾン ウェブ サービス ジャパン（同） プロトタイプエンジニアリング本部 

シニア プロトタイピング ソリューション アーキテクト　市川 純氏

新スマートホーム時代におけるIoT機器の今後とエッジ開発
シャープ（株） Platform事業推進部 部長　中田 尋経氏

IoT・エッジ領域で生成系AIを活用する戦略と、これからのチャレンジ
（株）ソラコム テクノロジー・エバンジェリスト　松下 享平氏

他多数

基調講演

JASAセミナー

IoT

開発支援

AI

組込みハード/半導体

組込みソフト

開発環境

セーフティ＆セキュリティ

ワイヤレス

出展製品・サービスのジャンル別割合

���
���

���
���

���
	�

��
�� 関連記事：出展製品・サービス カオスマップ（�����）

2023年10月27日（金）時点
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ワークシ
ョップ決勝大会

　ETロボコンは5年後、10年後に世界をリードするエンジ
ニアの育成を目指し、若手および初級エンジニア向けに分
析・設計モデリング開発にチャレンジする機会を提供して
います。業務での開発は、ほとんどの場合がすでに形に
なっているものに手を加えるだけの「保守作業」の場合が
多いのですが、ETロボコンは一から設計し、実装、テストと
いう開発工程の一連の流れを約半年で行います。
　2002年から継続して開催し、今年で22年目となる本大
会は、全国193チームが参加し、11月にパシフィコ横浜で
行われるチャンピオンシップ大会には全国から選出された
チームが参加します。

　  スキルに合わせた3クラス
・・エントリークラス（シミュレータ競技会のみ）
　これからソフトウェア開発に携わる人に、具体的な題材
を通して開発体験を提供します。

・プライマリークラス
　組込みシステム開発・学習の初級者を対象とし、モデリ
ングを用いたシステム開発技術の基礎を学びチャレンジ
する機会を提供します。
・アドバンストクラス
プライマリークラスの経験者及び組込みシステム開発にお
ける応用学習者を対象とし、より高度な開発課題へモデリ
ング技術を応用できるスキルを磨く機会を提供します

　  参加チームの産学連携
　ETロボコンは主に高校生以上を対象としており、教育
機関と企業チームの割合は半々です。
　中には産学連携で出場しているチームもあり、ETロボコ
ン2023では株式会社マイナビEdgeが、秋田コアビジネス
カレッジ、九州産業大学、室蘭工業大学とともに、産学連
携チームとして参加をしています。

　  教育機関との交流機会の提供
　ETロボコン2023のスポンサーメリットとして、教育機関
との交流機会を提供しました。
　この交流会は、1企業 対 1教育機関という形で実施し
たため、1つの企業を深く知ってもらうことはもちろん、カ
ジュアルなコミュニケーションを実現し、採用活動のきっ
かけにつながるなど、教育機関と一歩踏み込んだ関係を
築くことができました。

20232023 1111 1616 ・1717

�～�月
技術教育

�～�月
競技練習・設計図提出

�～��月
地区大会

��月
チャンピオンシップ大会

設計図の記載方法や競技に
必要な内容を学びます。

本番コースでの試走や設計
図を作成します。

チャンピオンシップ大会進出
チームは約40チームと狭き門。

全国の猛者から真の王者を
決めます。

▼

▼

▼

走行体（上）と
公式コースイメージ

ETロボコンスキルマップ
取得スキル

参加クラス

アドバンスト
クラス

プライマリー
クラス

エントリー
クラス

パーソナル マネージメント ソフトウェアスキル

コミュニケーション
チームビルディング

コミュニケーション
チームビルディング

コミュニケーション
チームビルディング

プロジェクトマネージメント

プロジェクトマネージメント

プロジェクトマネージメント

プログラミング

制御技術
設計技法（モデリング）

プログラミング

制御技術
設計技法（モデリング）

プログラミング
設計技法（モデリング）

レベル1凡例： レベル2 レベル3★

★ ★ ★
★
★

★

■

■
■

■ ■
■

入門
スキル

基礎
スキル
基礎
スキル
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学業や仕事だけでは得ることができない
「成功体験」を体感
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　イノベーションチャレンジとは、新たな目的に向かって事
業を牽引する「トランスフォーム人材」や変革に対応するた
めの「提案型人材」を育成することを目的とした実践プロ
ジェクトです。
　ChatGPTに代表される最新技術の進化により、働き方
が新たな局面を迎えた今、ただ待つだけでは時代の波に
取り残される可能性があります。その克服法は、「新たな目
標を設定し、新しい手段で実現する人」や「顧客価値を見
極め提案する人」の力です。
　さて、イノベーションチャレンジがついに「EdgeTech+ 
2023」にて最終局面を迎えます。参加チームは新たなビジ
ネスアイデアを創り出すため、講座やワークショップで実務
的なスキルを磨き、専門家の指摘を受け、自分たちのアイデ
アに反映にすることで、成長して来ました
　このチャレンジが目指すのは、組込み業界の未来を支え
る人材の育成。
　昨年の参加者たちからは、「ビジネススキルの向上を実

感した」という多くの声が届きました。そして、参加企業に
とっても、社員の意識や行動の変化、若手社員の成長の場
として大きな価値を持つイベントです。
　興奮のクライマックスである「決勝審査」、全14チームか
ら一次審査と二次審査を通過したファイナリスト6チーム
が、「EdgeTech+ 2023」にて、今までにない新しいビジネ
ス企画のプレゼンテーションを披露します。どなたでもご観
覧いただけますので、ぜひチェックしてください。

20232023 1111 1717

▲昨年の決勝大会より。審査員と参加者全員で

優勝
チーム

準優勝
チーム

�������
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出展製品/サービスカオスマップ
※2023年9月30日現在　※ロゴの並びは社名50音順

開発環境

組込みハード/半導体デバイス

JASA会員

JASA会員

� �
JASA会員

intelligent control on processor

NMR CorporationNMR Corporation
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開発支援
JASA会員

JASA会員
組込みソフト

ワイヤレス

� ��

セーフティ&セキュリティ

JASA会員

JASA会員

JASA会員
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―物流などの業務システム開発が事業のメ
インですが、組込み分野の事業化はどう
いった経緯からでしょうか？
明石　もともと私がサラリーマンをしていた
会社は、制御系組込み系の事業がメインで
した。会社を経営するようになって、強い会
社をつくりたいという思いが根底にあります。
いまの会社ではWeb構築の業務も多いの
ですが、世の中のITに関連するビジネスを
一括りで捉えると、全体の7割以上はWeb
系の業務が占めるだろうと勝手にイメージし
ています。その中で強くしていくのは大変なこ
と。その一方で、本来ものづくりは、制御で
あったり組込みにあるという思いがずっと頭
にありました。それが昨年、組込みの領域で
実績を備える中原啓之輔氏の力を得て、本

当の意味での強い会社、制御や組込み事業
の部隊をつくろうと歩み始めたところです。
塩路　もともと制御系の業務に関わってい
たわけですね。
明石　当時は先輩から「技術者のセンスが
ないから早くマネー
ジャーになりなさい」と
言われていたことも
あって、その後は違う
方向にも行きましたけ
ど、そうした中でも事業
の根幹はここだと感じ
ていました。
　いま関わっている業務は物流系が多いの
で、まずはその方面の領域からになるでしょ
うが、これからを考えると空に向かう領域、
例えば衛星に関連した事業などに携われた
らいいなと思っています。テレビや車、家電製
品、さらに水道、電気などどんなものにも関

わりがある技術ですから、頼られる会社にな
るにはしっかり根幹の部分から理解しないと
生き残れないということを強く感じています。
　社員の意識を変えていく必要もあるので
多少時間は掛かりますが、会社のスタート

が通信関連中心だっ
たことからC言語や
C++の経験があり、
まったく素養がないわ
けではありません。あと
は頭を柔らかくして、い
かにスイッチを切り替
えてもらうかということ

を意識しています。
―社内的には、全員に組込みの業務を経験
させていくというイメージですか？
明石　そうですね。循環させていく中で、意
外と組込みの方が向いているなといった気
づきもあるかなと思っています。ちょっと違う

ものづくりの根幹は「制御・組込み系」にあり
JASAへの入会で組込み分野の事業化に向け本格始動

このほどJASA近畿支部に入会いただいたFLAPS（大阪市北区）。2005年の設立以降、Webや業務システム開発で業
績を伸ばしてきたが、代表取締役の明石和美氏は自身の経験から「制御系・組込み系を事業の柱に」と話す。昨年、組込み
分野での経歴を持つ人材の入社もあり大きな一歩を踏み出した。長年の協業会社でもあるBeeの代表取締役でJASA
近畿支部長を務める塩路直大氏を交え、今後の展開など話を伺った。

●株式会社FLAPS会社訪問

JASA近畿支部長/
株式会社Bee  代表取締役

塩路 直大 氏

株式会社FLAPS
代表取締役

明石 和美 氏
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視点で経験させてみると面白いかもと感じ
る社員もいます。本人にとっても刺激になる
でしょうし、仮に制御に向いていなかったと
してもさらに一皮むけるような刺激にもなる
かなと期待しています。
　社員教育ということでは、強い技術者を
育てたいと思っています。景気の波は良いと
きも悪いときもあって、もてはやされることも
あればリーマンショックの大変な時期には
ダンピング受注が引き起こされたりしました。
そうしたときにもゆらぐことのない強さを備
えてもらいたいと思っています。社員がゆる
ぎない技術者であれば会社もゆるぎない存
在になるし、その還元はお客様に向かうこと
になりますから。
　例えばWindowsで動くソフトのことしか
わからないという人はたくさんいると思いま
すが、それでは困ることって結構あるし、そう
いう意味では下回りを
理解している人を増や
したいですね。私はよく
“軽自動車にベンツのエ
ンジンを搭載するとし
たらどうすれば良いか”
と例えで口にしますが、
条件の異なる中でも最適解を導き出せるよ
うな技術者であればいいなと思います。
―貴社サイトの採用ページに「あんたの人
生の主役はあんたやで!!」と強いメッセージ
があります。
明石　はい。自分自身を振り返って感じたこ
とでもありますが、自分が幸せにならないと
周りも悲しむものです。会社の中では私たち
は脇役であって、各々自分自身が主役です。
それを忘れずに生きていってほしいという思
いがあってそういう言葉になりました。
塩路　FLAPSさんは人づくりをしたい会社
なんだなということが伝わってきます。
明石　以前はIT企業というより“劇団
FLAPS”などと言われたこともありましたね
（笑）

塩路　長くお付き合いさせていただいてい
る中で、こうした業界団体に所属して会合に
参加するようなことはあまり求めてはいない
のかなという印象も持っていました。
明石　そんなことはありません、飲みに行く
のは好きですし（笑）。ただ以前のように社員
も少ないと貢献もできないし、メリットがない
のではとの思いから意識していない時期は
ありました。それでも入会していた団体もあ
り異業種交流なども参加していましたが、IT
関連企業が少なかったこともあって1年足ら
ずで退会した経緯があります。
塩路　組込み領域で力を入れていかれると
伺ってお誘いしましたが、入会の後押しと
なったことは何でした？

明石　本格的に組込
み業界に乗り出そうと
いう考えからです。横の
つながりでビジネスに
発展することもあるで
しょうし、業界や技術の
情報も早く知ることが

できます。自社だけで集めようにもたかが知
れています。知見がないと自分のロジック以
外は思いつかないですから、他人のロジック
にふれることも必要です。そうしたことが叶う
環境で、とてもうれしく思います。
塩路　近畿支部の集まりにゲストでお招き
したんですよね。まず参加してみて、よければ
入会を検討してくださいという感じで。中原
さん、そのときの印象はいかがでしたか。
中原　参加させていただいて、いろいろな
WGの話が聞けて活動内容が理解できまし
た。特にエッジ端末でLEDを制御するとか、
技術継承をどうしていくかという話で設計の
仕方を変えましょうといった内容は、自分の
経験とすごく被っていて親近感を覚えました。
塩路　JASAに対して望むことがあればお

話しいただけますか。
明石　会社の規模も取り組んでいる事業や
内容もそれぞれ違うでしょうけど、JASAとし
てみんなが一丸となって取り組める業務が
あると面白いことができそうですよね。そうし
たプロジェクトなら会員の担当者だけにとど
まらず、それぞれの会社の社員同士でもつな
がりができるでしょうし、今後の成長に期待
が膨らみます。
中原　そうですよね。具体的にそうした前例
はありますか？
塩路　ありますよ。どこかの会社からみんな
で協力し合って進めましょうという話があっ
たり、官公庁関連の案件などもあります。た
だ関わるならば、単に会員として属している
だけでは話も届きづらいので、意欲があるこ
とを常に発信していれば、「そう言えば
FLAPSさんが関心を持っていたな」と話が
行きやすくなると思います。
―多彩な活動を展開している委員会やWG
でもそうした取り組みはあります。ドローン
WGはJASA独自のドローン開発を進めて
いますし、RISC-V WGではマイクロプロ
セッサであるRISC-Vを搭載したJASAの
プラットフォームとなるボード開発にも取り
組んでいます。こうしたWGに参加いただく
と面白い展開につながると思います。
塩路　これまで東京中心で大阪から参加し
にくい側面がありましたが、コロナ禍からオ
ンラインで実施されるようになって地域の垣
根がなくなり遠方からも参加しやすくなりま
したから。ぜひ参加いただいて、JASAの利点
を存分に活用していただければと思います。

●「会社訪問」のコーナーでは、掲載を希望される会員企業を募集しています。お気軽にJASAまでお問い合わせください。

株式会社FLAPS　システム開発部

中原 啓之輔 氏
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　先の7月27日（木）28日（金）の両日に開催
されたEdgeTech+West。前回のおよそ1.4
倍となる約4,400人の来場者が集い盛況裡
に終了した。そんな会場で、終日多くの来場者
を集めていたのが立命館大学のブース。「展
示会は企業側と接することができる貴重な存
在です」とマルチメディア集積回路システム研
究室の熊木武志教授はいう。その言葉どおり、
JASA主催の展示会には大阪開催展にとどま
らず横浜開催展にも積極的に出展いただい
ている。大阪展での初出展は、インテックス大
阪が会場だった2008年頃にさかのぼる。企
業とのつながりや研究テーマのヒントが得ら
れるなど成果につながっているようだ。
　「もともと共同研究がしたかった」という熊
木氏。工学博士としても超並列プロセッサ、連
想メモリの性能向上といった研究で功績を
残してきた。研究室では、独創性のあるLSI
アーキテクチャの開発を軸に、社会貢献につ
ながる技術開発を目指す。

　その研究室は現在大学院生、学部生あわ
せて27名の学生が所属する大所帯だ。5つの
研究テーマを掲げ、テーマごとの5班に分か
れ研究に勤しんでいる。会員にとって興味深
いテーマもあるだろう。ここでは、各研究テー
マの概要を紹介する。

　人の目には通常の照明に、CMOSイメージ
センサを介すことで文字や絵など情報を視認
できる照明装置を開発。CMOSイメージセン
サは信号の転送にCMOS回路を用いたもので、
スマートフォンなどモバイル用カメラに利用さ
れる。LEDの光を撮影するとフリッカーノイズ
が生じるが、そこに情報を埋め込む仕組みだ。
照明装置は、データの著作権保護や改ざん防
止に利用される「電子透かし」の元の技術とな
るステガノグラフィ技術を応用したもので、『ス
テゴパネル』（ステガノグラフィと照明パネルを

組み合わせた造語）と名付けた。主にエンター
テイメント領域での応用が想定されている。
　同時に環境測定用ロガーの研究も進めて
いる。マイコンボードに温度センサや酸素セン
サをつなぎデータを取得するものだが、目的は
各地の水域で表面化している酸素不足の水
質の調査。7月には琵琶湖の水質調査を実施
した。琵琶湖はここ数年、湖底の水に含まれる
酸素濃度の大幅な減少が確認され、エビや魚
など海中生物への影響が危惧されている。
　「ArduinoやSpresenseなどのマイコンに

琵琶湖で水質調査、野菜育成を促進するLED、ロボットに個性を…
独創性のあるLSIアーキテクチャ開発で社会に役立つ技術を研究
琵琶湖で水質調査、野菜育成を促進するLED、ロボットに個性を…
独創性のあるLSIアーキテクチャ開発で社会に役立つ技術を研究
琵琶湖で水質調査、野菜育成を促進するLED、ロボットに個性を…
独創性のあるLSIアーキテクチャ開発で社会に役立つ技術を研究

立命館大学 理工学部 電子情報工学科 マルチメディア集積回路システム研究室立命館大学 理工学部 電子情報工学科 マルチメディア集積回路システム研究室立命館大学 理工学部 電子情報工学科 マルチメディア集積回路システム研究室

JASA主催の展示会出展でも馴染みある立命館大学理工学部電子情報工学科マルチメディア集積回路システム研究室（滋賀

県草津市）。27名もの学生が多彩なテーマでの技術開発に勤しむ。それら研究内容や成果など、7月に実施されたEdge 

Tech+Westに出展した同研究室の熊木武志教授に展示会場で話を伺った。

JASA主催の展示会出展でも馴染みある立命館大学理工学部電子情報工学科マルチメディア集積回路システム研究室（滋賀

県草津市）。27名もの学生が多彩なテーマでの技術開発に勤しむ。それら研究内容や成果など、7月に実施されたEdge 

Tech+Westに出展した同研究室の熊木武志教授に展示会場で話を伺った。

JASA主催の展示会出展でも馴染みある立命館大学理工学部電子情報工学科マルチメディア集積回路システム研究室（滋賀

県草津市）。27名もの学生が多彩なテーマでの技術開発に勤しむ。それら研究内容や成果など、7月に実施されたEdge 

Tech+Westに出展した同研究室の熊木武志教授に展示会場で話を伺った。

▲展示会ブースで、説明を担当した学生たちと

研究
テーマ

■LED照明に新しい価値を提供するデジタル
　サイネージと環境測定ロガーの研究

＜連想メモリ・並列処理評価ボード＞ ＜GPSセキュリティ研究＞ ＜植物工場向け野菜育成研究＞

＜デジタルサイネージ＞
＜環境測定ロガー＞ ＜画像処理・人物検知＞

肉眼 カメラ
FPGA搭載部を取り外し、他の
FPGAやシリコンチップボード
に変換可能
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センサを取り付けデータを取っていきます。琵
琶湖の調査で使用したものは弁当箱ほどのサ
イズで、30分ごとにデータが送られてくる仕組
み。モバイルバッテリーを電源に3週間ほど漂
流しながら、GPSで位置情報も取得しつつ
データを収集します。将来的に水質改善につ
ながっていけばうれしいです」

　画像や機械学習など高性能なアルゴリズ
ムを高速に処理する組込み機器向けプロ
セッサコアを開発、連想メモリ（CAM）をベー
スとして並列処理とテーブルルックアップ処
理を同時に実行することで処理の高速化を
検証している。
　連想メモリはアドレス信号からデータを読み
出す通常のメモリと違い、指定されたデータか
ら高速に目的のデータを検出することができる。
その性質を活かし、別の視点から進めている
ユニークな研究が、AIやロボットに固有の性
格を持たせようとする技術。LSIチップ製造時
の微細な違い（ばらつき）に着目し、相性などを
見極めようというものだ。熊木氏は「なかでも
大学っぽい研究テーマです」と笑みを浮かべ
つつ、「チップの製造時にできる人の指紋のよ
うな特徴を収集して機械学習のパラメータに

活用しようと。ロボットに相性など人の個性が
備わるようなものです。まずはFPGAを用いチッ
プベースで学習を進めています」と説明する。

　GPSは車載機やスマートフォンをはじめ社
会インフラといえるほど広く利用されているが、
実はセキュリティは結構ゆるいという。人工衛
星からの電波を使用するため、システムからの
電波干渉や意図的な妨害により利用不能に
陥る危険性がある。熊木氏によると「偽情報で
騙すことは難しくない」といえる状況にある。
　「周波数信号の特徴である電波指紋から
デバイスを特定して、そのGPSが本物か偽物
か識別できないかと考えています。研究室に
ソフトウェアラジオを備えた電波発信機を用
意して複数台のスマホを並べ、いかに騙せる
かということから実験をおこなっています」

　先にふれたLED照明の研究の流れから、
LEDを植物や野菜の育成に活用しようという
のがこの研究テーマ。「リラックスに深く関わ
る“1/fゆらぎ”をLED装置に実装して、目のち
らつきを抑えるなど検証していますが、それを
植物にも利用してみようという発想です。植物
工場向けのLED調光装置は太陽光スペクト
ルを再現した太陽光LED照明で、ミニトマト

栽培を対象に調査を続けています」
　太陽光LEDは過去に展示会で縁ができた
企業から提供いただいたそうだが、同じ条件
下での育成比較で、背丈や葉などすべての項
目で従来型LEDを上回り大きく育つ成果が
確認できている。今後はほかの野菜の検証や
野菜製造と魚養殖を両立するシステム化も検
証し、拡大が見込まれる植物工場市場での
貢献を目指していく。

　昨今の生成AI周辺の盛り上がりから、注目
が高まりそうな研究テーマだ。この画像処理
技術は、光と色の3原色RGBのひとつである
グリーンと、血液中の赤血球に含まれる赤色
素たんぱく質ヘモグロビンの関係性を活用し
たもの。「ヘモグロビンは緑の光を吸収する特
性があります。映像血色抽出技術を用いて緑
成分を抽出して信号処理すると脈拍がわ
かったり分析ができます」
　その技術を用いた研究のひとつが疲れ目
状態の検出。セルフチェックを可能にする新
たな検査方法を提唱する。もうひとつ、生成AI
によるディープフェイクの真贋判定への応用
にも着目している。画像や映像から血色を抽
出して緑成分を分析するというアプローチで、
ディープフェイクと実際の映像との違いを検
出しようというものだ。「この技術で本物がど
うか判別できるようになればいいなと考えて
います」と熊木氏も期待を寄せている。　

　これら多岐にわたるテーマの発案者は熊
木氏。「展示会に出ていてもヒントが見つかる
こともあります」ということで、関心の幅の広さ
がうかがえる。「大学と企業とのつながりが持
ててコラボできるような仕組みがあるとうれし
く思います」。委員会/WGでの技術連携も考
えられてくる。同研究室の成果にぜひ注目い
ただきたい。

立命館大学 理工学部 電子情報工学科 マルチメディア集積回路システム研究室

� � � � � � � � � � � 	 
 � �

��������	

��� ��◀展示ブース

▼多くの来場者に
　技術成果を紹介

■スマホ向け超並列処理プロセッサと
　ロボット向け機械学習メモリ回路の開発

■GPSのセキュリティを向上させる技術

■植物工場向け野菜育成技術

■ディープフェイク・生成AIを見破る
　画像処理技術
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エステベス支部長 NTTデータオートモビリジェンス研究所
中井氏

▲▶クルージング風景

関東支部企画WG

　2023年8月24日（木）に関東支部例会としてセミナーと懇親
会（クルージング）を開催しました。久しぶりのリアル会合となり
ましたが、沢山の方にご参加いただき大変に盛り上がった例会
となりました。

関東支部セミナー
　支部セミナーでは、支部長の挨拶から始まり、講演1、講演2、
新人会員企業紹介２社、最後にJASA委員会からのイベント紹
介という流れで進行されました。以下にそれぞれの概要を紹介
します。

関東支部長の挨拶
　エステベス支部長からは、晩夏の猛暑にも関わらず60名超の
会員企業の皆様に集まって頂いたことへの感謝の言葉があり、
続いてこの時期の風物詩でもある甲子園決勝の話を交えつつ懇
親会も併せて充実した時間にして欲しい旨、挨拶がありました。
講演１
　NTTデータオートモビリジェンス研究所代表取締役社長中
井章文様より「NTTデータグループにおける組込領域へのこれ
までの取り組みと今後」と題し講演をいただきました。参加者か
らは以下のような感想がありました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

講演２
　株式会社経営承継支援 代表取締役社長 笹川敏幸様より
「事業承継事例セミナー」を実施頂きました。当講演は2022年
度12月の関東支部セミナーで実施頂いたM＆Aについてのセミ
ナーのより具体的な部分についてご説明頂きました。参加者から
は下記のような感想がありました。

新入会員企業紹介
　新入会企業として、ウィンボンド・エレクトロニクス株式会社、
株式会社ナイトテクノロジーにご紹介を頂きました。
JASA委員会イベント紹介
•人財交流委員会より、学生交流祭典の紹介（開催案内）
•教育研修コンテンツ事業推進委員会より、今後のオンライン研
修についてのヒアリング依頼

懇親会（クルージング）
　場所をクルーズ船フロンティアに移して開催しました。例年は
屋形船で行っていた懇親会を今年は少し趣向を変えて初めてク
ルージングを実施。参加者は60名とコロナ禍前と同等の規模で
開催できました。会員参加者同士、名刺交換や意見交換が行わ
れました。お台場や、レインボーブリッジの夜景に加え、羽田空港
に発着する飛行機を真下で見るなど、会員同士が写真撮影をし
たり普段の会議室やお店では見られないような交流が盛んに行
われました。
　今後も企画WGでは、会員企業同士が活発に交流のできる場
の提供や雰囲気作りに努めていきたいと考えております。

・車載系組込み領域について、今後のビジネス展開の参
考になった。
・アッセトベースのビジネスモデルへの進化は、そのとお
りだと思った。ビックデータ、AI、デジタルツインを活用し
ていくことは非常に重要。ビックループと言われていた市
場のデータをフィードバックさせ、製品に反映させ改善し
ていくことは、その通りだと思った。
・テスラに対抗すべく頑張っている企業がある事、大変
興味深かった。また、シミュレーションでの町と現実の町
の両方でテストを進めていること。色々なやり方があるこ
とが学べた。

・M&Aは、全く知らなかったが、価格の決まり方や、中
小の場合は、友好的M&Aしかないなど、興味深く聞くこ
とができた。
・価格決定のプロセスがわかりやすく説明されていて大
変ためになった。
・M&Aにおける企業価値の評価法が大変勉強になった。
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　２０２３年９月１４日（木）15:00より、TKPガーデンシティ札幌駅前（5階）にて、JASA北海
道支部共催で開催されました。また、北海道経済産業局様、札幌市経済観光局様のご後援、
北海道ＩＴ推進協会様、UOS北海道支部様の協賛をいただきました。
　テーマとしては、「AIで展開する未来」サブテーマとして「1990年代のアナログからデジタル
へ事業運営の手法が変化した。今、人工知能（AI）をいかに事業に活用するかが問われてい
る」を掲げ、２つの講演とJASAの紹介の３本建てのセミナーとなりました。
　プログラム１では、グーグル・クラウド・ジャパン執行役員内山 純一郎様をお迎えし、「組込
み系エンジニアのための生成AIとセキュリティ」の題目で講演が行われました。内山様はサイ
バーセキュリティ専門家として30年を超えるグローバルな経験を持っておられます。講演の内
容としては、生成AI分野では、2022年にグーグルが発表したPALM２についてお話をされ、AI
にまつわるサイバー攻撃、セキュリティについて言及されました。
　プログラム２では、JASA渡辺副会長からJASAの紹介がされました。
　そして、プログラム３では、株式会社Bee中村仁昭（よしあき）様より、「組込みAIの現状の
紹介と、組込みでの生成AIの可能性」の題目で講演されました。中村様は組込みAIの実装例、
また実際にAIエンジンを動かされて実演され、技術者の方の強い興味を引き出しておられま
した。
　セミナー出席者は、リアル参加が63名、関係者、スタッフを入れると77名と会場がほぼ満
席となる大盛況になりましたこと、来場者の皆様、関係者・スタッフの皆様にお礼申し上げます。

　２０２３年8月2１日（月）13:30より、いわて県民情報交流センターアイーナにて、盛岡市と
JASA東北支部の共催でセミナーを開催いたしました。
　盛岡市が、2021年にスタートした、「MULTIMONOMORIOKA（盛岡のIT・AI・IoT・
DX・ものづくりの連携プラットフォーム）」は、ＩＴとものづくり産業等の発展のために、全国
から企業が参画し未来技術にチャレンジするプラットフォームです。本年度もこのMULTI -
MONOMORIOKA活動の一環として、「地域企業のDX推進とリスキング重要性」と題し、
３つのセミナーが開催されました。
　株式会社エクスモーション代表取締役社長（JASA副会長）である渡辺博之より、「リスキ
リングで挑む開発現場DX」の題目で講演が行われました。ソフトウエアファースト、アジャイ
ルな仮説検証型の開発、ソフトウエアの内製化、そのための「リスキング」が必要、そして仮
説検証型かつフレキシブな人材育成が必要性を論じられました。
　Accenture南野泰和様、熊谷様より「スマートシティプラットフォーム（都市ＯＳ）とその
サービスについて」の題目で会津若松市・会津大学・Accentureによるスマートシティの取
り組みについてご紹介いただきました。スマートシティの目的はその地域に住む人々が幸せ
になることです。
　Accenture鈴木鉄平様より「中小製造業生産性向上と地域ＩＴ企業リスキングで考え
る」の題目で講演が行われました。重要なことは仕事の生産性を上げて儲かる会社を作っ
て安定した収入を得られる地域作り。中小企業が儲かるためのDXとは、「まずはデータを整
える」いきなりのDX化は無駄である。ソフト開発はあるものをうまく使う。
　最後に、武部専務理事からJASA活動に関しご紹介させて頂きました。終了後、居酒屋
じょ居で交流会が盛大に行われました。
　セミナー出席者は、リアル参加が43名、WEB参加が23名、合計66名のご出席をいただ
きました。大変盛況なセミナーとなりましたこと皆様にお礼申し上げます。

ビジネス交流委員会

北海道交流セミナー報告

東北交流セミナー報告

（右）挨拶する盛岡市交
流推進部観光課長曽根
田雅彦氏
（上）エクスモーション
渡辺氏のセミナー風景

Accenture 南野氏（左）と鈴木氏

挨拶する北海道経済産業局
地域経済部次長
酒井哲也氏

セミナー風景。
（上）グーグル・クラウド・ジャパン内山氏 
（下）Bee 中村氏
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先の7月27日（木）28日（金）の両日、梅田のグランフロント大阪コングレコンベンシ
ョンセンターで開催。約4,400人の来場者で賑わった。JASAパビリオン近畿ゾーン
に出展した会員企業から出展成果や感想を紹介する。

先の7月27日（木）28日（金）の両日、梅田のグランフロント大阪コングレコンベンシ
ョンセンターで開催。約4,400人の来場者で賑わった。JASAパビリオン近畿ゾーン
に出展した会員企業から出展成果や感想を紹介する。

先の7月27日（木）28日（金）の両日、梅田のグランフロント大阪コングレコンベンシ
ョンセンターで開催。約4,400人の来場者で賑わった。JASAパビリオン近畿ゾーン
に出展した会員企業から出展成果や感想を紹介する。

株式会社Ｂｅｅ　　代表取締役　塩路 直大氏
　EdgeTech+West 2023に出展した経緯は、西日本で催される
組込み展示会ということで、なるべく出展するようにしています。今
回の展示会は本格的にコロナが明けてからの初のET展ということ
もあり、大変期待していましたが当社の成果としてはこれまでで最
低のものとなりました。
　当社の出展内容について問題があるのも明らかですが、それ以
外の原因として考えられるのがJASAパビリオン全体の狭苦しさで

株式会社たけびし
　　　　　システムエンジニアリング部
　　　　　　　　  部長　竹内 龍二氏
　近畿JASAブースを訪れたお客様がつ
いでに隣のブース（当社）の話も聞いて頂
け、また、JASAパビリオンでの来場者情
報（名刺）も共有頂けたので、費用対効果
/シナジー効果は高いと感ずる。JASAメ
ンバー企業の社員同士が交流する場に
もなり、それぞれの企業が取り組むテー
マや商材、技術等を相互に触れることが
でき、今後のビジネス展開を考える上で
の参考になった。ただ、EdgeTech+全体
の来場者は多いとは言えず、今回のよう
な人気講師による生成AIの講演や何ら
かのイベント併設等を企画して、展示会
全体で集客をもっと高める必要があると
思います。

株式会社ルナネクサス　　総務部 営業本部　原野 未帆氏
　この度は出展させていただきありがとうございます。
　EdgeTech+へは初出展でしたが、JASA近畿ブースがあること
で出展へのハードルが下がり、有難かったです。また、近くのJASA
関係者の方とご挨拶や、紹介し合うことで横の繋がりが出来、楽し
く2日間を終えることができました。展示会の参加が初めての社員
も、序盤に近隣の関係者の方へ展示品を紹介させていただくことで
緊張も解け、その後自信をもって説明することができていました。近

イーエルシステム株式会社
　　　　  代表取締役社長　安藤 亘氏
　ブースでは新製品の展示を行い、来場
者・出展社から販売先、利用方法などの
様々な意見をいただく事ができ、マーケ
ティングのいい機会になった。また具体
的に案件化、協業の可能性あるリードを
獲得できた。このような展示会では顧客、
パートナーや会員企業と効率よく面談、
情報交換ができる機会となるのがメリッ
トだと感じた。
　ＪＡＳＡ近畿支部ゾーンは費用が抑え
られるもののブースが小さいため、展示
できる製品・サービスは１点に限られて
しまう。複数の製品やサービスを展示す
るには通常ブースの方が利用しやすい。
また説明・商談する場合も通常ブースの
方が対応がしやすいため、用途に合わせ
て選択する必要がある。
　展示会場の入口、出口が一方通行と
なっていたため、開場や基調講演終了後
の来場者が出口付近まで流れてくるのに
かなりの時間がかかってしまうため、出
口付近では接客までに時間がかかる事
と、来場者のモチベーションに影響があ
る点は今後検討が必要。

スキルシステムズ株式会社
　　　　　開発第２本部（AI開発担当）
　　　　　　マネージャ　横田 祐介氏
　各分野の方からAIに寄せられる期待
を実感でき非常に有意義でした。「細胞
画像レベルまでの分類に特化したAI技
術と少ない画像データを自己増殖させる
生成AI技術」をテーマにこの技術を活用
して共創頂ける企業様にPRすべく今回
出展に至りました。
　希少ガンである成人T細胞白血病
（ATL）を発見する画像AI技術を開発中
です。ATL診断時には、１症例数百枚の
血液画像を目視検査するが、検査者負担
が大きく、判断結果が分かれる等課題に
対して、少ない画像データを自己増殖さ
せる技術と自然言語処理向け深層学習
モデルを高度化して、血液画像からATL
を早期発見する弊社独自AIモデル技術
を確立したこと、またAI開発人材や設備
について全て弊社内で完結している点に
多くの興味をいただきました。
　これらAI技術は、製造業様での少ない
不良品という類似課題を解決する商談
にもつながりました。現在はchat型生成
AIの開発などにも取り組み、来年もPRで
きるよう取り組んでいます。

す。各ブースの間隔があまりにも狭く、説明が立つと除けて歩かない
とまわれないほどでした。これはJASAパビリオン内に来場者を呼
び込む為の仕様になっていないと感じました。
　JASAとして出展社を多く集めることは大事なことですが、来場
者が見易いブース仕様にすることはそれ以上に重要であり、来場者
ファーストであることで、良い展示会に繋がり更なる出展社増に繋
がるのではないかと考えます。このあたりを次回以降の改善点とし
ていただけたらと思います。

隣ブースの方々にもお礼申し上げます。
　弊社は「教育用マイコン評価ボード」をメインに出展いたしまし
た。成果としてはまだ目に見えたものはありませんが、来場者の興
味を引くワード、ニーズを直接感じることができ、次の開発に繋げる
ことができています。
　限られたスペースでどう人員配置し、どうアピールするかは課題
として残っていますが、また次回も出展できるよう、技術力を磨いて
いきます！
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　公共の場で、リアルタイムで顔認識技術を使
用することがEUで原則として禁止されました
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　一方米国では「Miscues of Biometric 
Information and Harm to Consumer(生体
情報の誤用と消費者への被害)」についての
FTC（米連邦取引委員会）の声明が出されまし
た。声明ではテクノロジーを使って生体情報を
収集、利用する場合に違法になる基準を示して
います。大まかに言えば他人の権利を尊重せず
に、何も考えずに、サプライチェーンも監督せず、
社員教育もしないで、生体情報を集めることは
違法と言っています。
　顔認識技術は、きちんと管理しないとプライ
バシー、データセキュリティ、偏見・差別の問題
につながる可能性があり、グローバルで規制の
意識が高まっています、日本でも注意が必要で
す。また、最近では米マイクロソフトが未成年の
情報を両親の承諾なしに取得したこと、必要な
期間以上に係る情報を保持したこと等で2億
2000万米ドルのペナルティの処分をうけていま
す。米国は未成年の情報の取得には厳しい対
応をしています。日本のゲーム会社等は注意が
必要です。

　かっぱ寿司の前社長が、はま寿司勤務時代
の営業秘密を持ち出しかっぱ寿司において利用
したとして逮捕され、有罪判決が出された事件
は、関係者の注目を集めましたが、かっぱ寿司の
事件は、原価や仕入先に関する重要な営業秘
密の持出し及び使用が問題とされた事件であり
ました。しかし、営業秘密の管理の観点からは、
現実に持出し・使用が行われてからの処分や刑
事訴追では、手遅れということになります。
　これに対して、2016年の日産自動車事件では、
日産自動車元社員がいすず自動車への転職を
決めた後に、営業秘密を含む大量の社内情報
の個人ハードディスクへ複製した行為について、
現実の持出しに至らなかった事案でも不正競
争防止法違反として有罪判決が下されています。
　さらに、2022年12月26日に東京地裁で判決
の出された伊藤忠商事事件では、持ち出そうと
した情報の営業秘密性も否定され、さらにその
持ち出しも認められないにもかかわらず、当該
社員が社員が退職に際して会社情報を自己の
Googleドライブにアップロードしたことを理由
とする懲戒解雇が認められています。
　この事件では、①総合商社という会社の業
態から、大量の情報を迅速に処理する必要が
あるため、対象情報を一般情報と合理的に区
分するような管理手法をとることは困難であっ
たとして、対象情報の秘密管理性が不十分で

あり、不正競争防止法違反は無いとされ、また、
②本件発覚の経緯からは情報の「漏洩」も認め
られないとされたのですが、社員が自己の
Googleドライブにアップロードした情報が有
用・非公知の重要な情報であることは明白であ
り、これを会社の目的外に使用しようとすること
は悪質性が高く、また一旦流出すれば、損害立
証が困難であるうえ、従業員の資力の限界から
損害賠償の実効性は期待し難く、また退職を
決めている従業員には、退職金の不支給・減額
が予定される懲戒解雇以外に抑止力は認めら
れないなどとして、懲戒解雇は有効である結論
されています。
　これは地裁判断であり、高裁で覆される可能
性はありますが、懲戒解雇が認められた背景に
は、営業秘密性こそ否定されたものの、①社員
の使用するパソコンは仮想デスクトップによる
シンクライアント端末としてデータを残さず、ま
た②社内データへのアクセスもIDとパスワード
で段階的に制限をしており、さらに③全社的に
サイバーセキュリティ対策実行組織を有し、④
情報管理についての規定、規則、基準、通達及
び運用細則が定められ、さらに⑤全社員に、情
報セキュリティの講座受講義務付け等、情報セ
キュリティ管理が徹底されていたことが詳細に
認定されており、懲戒解雇の相当性を判断する
うえで、これらの背景事実が会社に有利に斟酌
されたと考えられます。
　この事件は、このような情報セキュリティ体制
の整備が、上記のアップロード行為を速やかに
把握できたことによる漏洩防止の実効性確保
の効果だけでなく、違反に対する処分を可能に
する根拠となり得るものであることを示した事
案であるともいえます。

についてのについての
についてについて

　　　　　　　　　 　　平野 高志氏

によるによる の
しをしを とするとする

についてについて

*1 https://eur-lex.europa.eu/resource.html?
　 uri=cellar:e0649735-a372-11eb-9585-01aa75ed71a1.0001.02/DOC_1&format=PDF

末 啓一郎氏
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　大規模言語モデルの技術的内容につ
いて、数式を用いず分かりやすく解説し
た書。ChatGPT関連の書籍は次々登場
しているが、ビジネス面や使い方のノウ
ハウ、法的問題が中心で、技術面を扱っ
た解説書は少ない。本書は貴重である。
　著者は第一線で活躍するAIの研究
者。設計者でさえ想定しない働きを獲得
してしまう大規模言語モデルに対して、
「専門家さえ、こうしたシステムの使い方
や限界、危険性を正しく認識できていな
い」と警鐘を鳴らすと同時に、「投資対効
果を前もって予測できる大規模言語モ
デルほどリスクの少ない研究はそう多く
ない」と語る。
　なぜコンピュータで言語を扱うことが
難しかったのかついての考察は興味深
い。筆者は、学生時代に言語モデルの研
究に携わっていたこともあり、内容に深
みがある。

　数式処理システム「Mathematica」で
知られる米Wolfram Research創設者
で理論物理学者の手による「ChatGPT
本」。ChatGPTがどのように動くのか、な
ぜ動くのかを、ニューラルネットの原理か
ら説き起こす。内容はかなり技術的で濃
い。「科学上のおそらく驚愕の大発見」

「言語の法則や思考の法則という、人間
にとって最大級の発見の可能性がある」
など、生成AIの衝撃が伝わってくる。
　筆者は、ニューラルネットワークが人
間の脳のニューロンとほぼ同じ数の結合
部を備えると、人間の言語を生成する処
理を驚くほど見事にこなせるというのは
発見であり、人間が言語処理をどのよう
にこなしているかの「理論の確立」に近づ
いたと語る。言語には私たちが分かって
いる以上に理解しやすい構造があり、そ
のような成り立ちを説明するシンプルな
規則が存在するかもしれない、と説く。

　ChatGPTに代表される生成AIの現
在地を知ることのできる書。経営、技術、
仕事、法律、プロンプト入力のコツ、ケー
ススタディなどを手際よくまとめている。
網羅性とバランスに配慮した内容であ
る。頭を整理するために読むのに向く。
　残念なのは、AI専門記者が執筆陣に
入っておらず技術面での深みに欠ける
点。冒頭で取り上げた岡野原大輔氏の
「大規模言語モデルは新たな知能か～
ChatGPTが変えた世界～」などで補っ
たほうが良いだろう。
　本書のカバー範囲は広い。ChatGPT
を開発した米OpenAIの紹介に始まり、
米Microsoft、米Google、米Metaといっ
た巨大IT企業の戦略、AI規制などの国

家戦略、著作権などの法的課題、仕事の
仕方の変化、パナソニックや弁護士ドッ
トコム、ベネッセ、官公庁、自治体、東洋
大といった事例を取り上げる。

　米L i n k e d i nの共同創業者で、
OpenAI元取締役のリード・ホフマンと
GPT-4の共著。ホフマンが繰り出す「教
育」「ジャーナリズム」「仕事」など、10分
野に関するプロンプトにChatGPTが答
える体裁をとる。「AIが最も良い方向に
舵を切るには前向きな視点が必要」など
米国人らしい楽観性で貫かれている。
　筆者は、大規模言語モデルをベースに
したAIについて、「1980年代のLotus、
Word、Photoshopなどの21世紀バー
ジョン」「革新的な技術はつねに未来の仕
事を生み出した。今回も変わらないはず」
と語る。一方で、生産性を最大限引き出す
には人間の注意、好奇心、責任を必要と
すると説く。さらに透明性の確保や人間に
よる継続的な監視、人間とAIが互いに補
い合うことの重要性を繰り返し述べる。

　今回紹介した書籍を読むと、生成AI
が「人間が言語をどのように処理してい
るか」と深く関係していることが分かる。
人間の言語処理については、「言語の本
質」（中央公論新社）や「言語はこうして
生まれる」（新潮社）がお薦めである。

横田 英史 （yokota@et-lab.biz）
1956年大阪生まれ。1980年京都大学工学部電気工学科卒。1982年京都大学工学研究科修了。
川崎重工業技術開発本部でのエンジニア経験を経て、1986年日経マグロウヒル（現日経BP社）に入社。日経エレクトロニクス記者、
同副編集長、BizIT（現日経クロステック)編集長を経て、2001年11月日経コンピュータ編集長に就任。2003年3月発行人を兼務。
2004年11月、日経バイト発行人兼編集長。その後、日経BP社執行役員を経て、 2013年1月、日経BPコンサルティング取締役、
2016年日経BPソリューションズ代表取締役に就任。2018年3月退任。
2018年4月から日経BP社に戻り、 日経BP総合研究所 グリーンテックラボ 主席研究員、2018年10月退社。2018年11月ETラボ代表、
2019年6月当協会理事、2020年4月（株）DXパートナーズ アドバイザリーパートナー、現在に至る。
記者時代の専門分野は、コンピュータ・アーキテクチャ、コンピュータ・ハードウエア、OS、ハードディスク装置、組込み制御、知的財産権、
環境問題など。
＊本書評の内容は横田個人の意見であり、所属する団体の見解とは関係がありません。

横田英史の 

書籍紹介コーナー
大規模言語モデルは新たな知能か
～ChatGPTが変えた世界～

岡野原大輔
岩波書店　1,540円（税込）

ChatGPTと語る未来
～AIで人間の可能性を最大限に引き出す～

リード・ホフマン、GPT-4、井上大剛・訳、
長尾莉紗・訳、酒井章文・訳
日経BP　1,980円（税込）

ChatGPTエフェクト
～破壊と創造のすべて～

日経ビジネス、日経クロステック、
日経クロストレンド
日経BP　1,980円（税込）

ChatGPTの頭の中
スティーヴン・ウルフラム、高橋聡・訳
早川書房 1,012円（税込） 
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HISホールディングス株式会社
株式会社技研工房
株式会社クレスコ 北海道開発センター
株式会社コア 北海道カンパニー
株式会社テクノラボ
株式会社リッジワークス

株式会社イーアールアイ
株式会社コア 東関東カンパニー
株式会社CIC 東北支店
国立大学法人東北大学 情報科学研究科教授 青木研究室
株式会社ビッツ 東北事業所

一般社団法人ＩＩＯＴ
株式会社アイ・エス・ビー
一般社団法人iCD協会
一般社団法人ICT CONNECT 21
一般社団法人IT検証産業協会
株式会社アクティブ・ブレインズ・トラスト
株式会社アスク
アストロデザイン株式会社
株式会社アックス
アップウィンドテクノロジー・インコーポレイテッド
アドバンスデザインテクノロジー株式会社
アドバンストシステムズ株式会社
株式会社アドバンスド・データ・コントロールズ
株式会社アフレル 東京支社
ARAV株式会社
アンドールシステムサポート株式会社
株式会社イーテクノロジー
イマジネーションテクノロジーズ株式会社
株式会社インサイトワン
株式会社インテック 首都圏産業事業本部
株式会社インフォテック・サーブ
ウィンボンド・エレクトロニクス株式会社
株式会社ウェーブ
株式会社エイチアイ
株式会社エクスモーション
株式会社SRA
SHコンサルティング株式会社
STマイクロエレクトロニクス株式会社
株式会社NSP
株式会社NTTデータ オートモビリジェンス研究所
株式会社エヌデーデー
株式会社エンファシス
株式会社エンベックスエデュケーション
株式会社OrbisBrain

http://www.hokuyois.co.jp/

https://www.giken-k.biz

https://www.cresco.co.jp

http://www.core.co.jp/

https://www.techno-labo.co.jp/

https://www.ridgeworks.co.jp/

http://www.erii.co.jp/

http://www.core.co.jp/

https://www.cichdgroup.com/

http://www.tohoku.ac.jp/

https://www.bits.co.jp/

https://www.iiot.or.jp/

https://www.isb.co.jp/

https://www.icda.or.jp/

http://ictconnect21.jp/

https://www.ivia.or.jp/

https://active-brains-trust.jp/

https://www.ask-corp.jp/

https://www.astrodesign.co.jp/

http://www.axe.bz/

http://www.upwind-technology.com/

http://www.adte.co.jp/

http://www.asco.jp/

http://www.adac.co.jp/

https://afrel.co.jp/

https://arav.jp/

https://www.andor.jp/

https//www.e-technology.co.jp/

https://www.imgtec.com/

http://www.insight-one.co.jp/

https://www.intec.co.jp/

http://www.infotech-s.co.jp/

https://www.winbond.com/hq?__locale=ja

https://www.waveco.co.jp/

https://hicorp.co.jp/

https://www.exmotion.co.jp/

https://www.sra.co.jp/

https://www.swhwc.com/

https://www.st.com/

http://www.nsp-ltd.co.jp/

https://www.zipc.com/

https://www.nddhq.co.jp/

http://www.emfasys.co.jp/

https://www.embex-edu.com/

http://orbisbrain.com/

https://www.gaio.co.jp/

https://www.kanazawa-es.com/

https://www.canderajp.co.jp/

https://www.giga.core.co.jp/

https://www.iais.or.jp/

http://www.kmckk.co.jp/

http://www.sessame.jp/

https://www.embeddedmulticore.org/

https://www.grape.co.jp/

https://www.cresco.co.jp/

https://www.glosel.co.jp/

https://www.gicip.com/

http://www.core.co.jp/

https://cicc.or.jp/

http://www.comas.jp/

https://www.candd.co.jp/

https://www.saj.or.jp/

https://www.cybertrust.co.jp/

https://www.cri-mw.co.jp/

https://www.cichdgroup.com/

https://www.cqpub.co.jp/

http://www.jrce.co.jp/

http://www.jfp.co.jp/

http://www.j-tea.jp/

http://www.genesys.gr.jp/

http://www.scinet.co.jp/

http://www.sylc.co.jp/

http://www.ccds.or.jp/

https://www.jisa.or.jp/

https://www.ciaj.or.jp/

http://www.skill.or.jp/

http://www.k-s-g.co.jp/

https://www.secureiotplatform.org/

https://www.zerosoft.co.jp/

https://www.sobal.co.jp/

http://www.ss-technologies.co.jp/

http://www.softic.or.jp/

http://www.dai-ichi-life.co.jp/

http://www.cxds.jp/

http://taiyo-kg.co.jp/

http://www.change-vision.com/

https://www.tsolweb.co.jp/

https://www.dts-insight.co.jp/

http://d-ace.co.jp/

http://www.digi-intl.co.jp/

http://www.tdips.co.jp/

https://www.techmatrix.co.jp/

http://www.ditgroup.jp/

https://www.denseisirius.com/

https://www.dempa.co.jp/

ガイオ・テクノロジー株式会社
株式会社金沢エンジニアリングシステムズ
株式会社カンデラジャパン
株式会社ギガ
一般社団法人行政情報システム研究所
京都マイクロコンピュータ株式会社
特定非営利活動法人組込みソフトウェア管理者・技術者育成研究会
一般社団法人組込みマルチコアコンソーシアム
株式会社グレープシステム
株式会社クレスコ
株式会社グローセル
グローバルイノベーションコンサルティング株式会社
株式会社コア
一般財団法人国際情報化協力センター
株式会社コマス
株式会社コンセプトアンドデザイン
一般社団法人ソフトウェア協会
サイバートラスト株式会社
株式会社CRI・ミドルウェア
株式会社CIC
CQ出版株式会社
JRCエンジニアリング株式会社
株式会社ジェーエフピー
一般社団法人J-TEA
ジェネシス株式会社
株式会社システムクラフト
株式会社システムサイエンス研究所
一般社団法人重要生活機器連携セキュリティ協議会
一般社団法人情報サービス産業協会
一般社団法人情報通信ネットワーク産業協会
一般社団法人スキルマネージメント協会
株式会社ストラテジー
一般社団法人セキュアIoTプラットフォーム協議会
株式会社ゼロソフト
ソーバル株式会社
株式会社Sohwa & Sophia Technologies
一般財団法人ソフトウェア情報センター
第一生命保険株式会社
一般社団法人体験設計支援コンソーシアム
大旺工業株式会社 ※「旺」は正しくは日偏に玉

株式会社チェンジビジョン
TISソリューションリンク株式会社
株式会社DTSインサイト
株式会社D・Ace
ディジ インターナショナル株式会社
TDIプロダクトソリューション株式会社
テクマトリックス株式会社
デジタル・インフォメーション・テクノロジー株式会社
デンセイシリウス株式会社
株式会社電波新聞社

北 海 道 支 部

東 北 支 部

関 東 支 部

JASA 会 員 一 覧 （2023年10月）
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東京電機大学 未来科学部
東芝情報システム株式会社
東信システムハウス株式会社
株式会社トーセーシステムズ
株式会社東光高岳
特定非営利活動法人TOPPERSプロジェクト
トロンフォーラム
株式会社ナイトテクノロジー
株式会社永栄
株式会社ニッキ
株式会社日新システムズ 東京支社
日本システム開発株式会社
日本生命保険相互会社
日本ローターバッハ株式会社
NextDrive株式会社
ノアソリューション株式会社
株式会社ノードゥス
株式会社ハイスポット
株式会社パトリオット
ハル・エンジニアリング株式会社
株式会社ビー・メソッド
株式会社ピーアンドピービューロゥ
BTC Japan株式会社
ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ株式会社
株式会社日立産業制御ソリューションズ
株式会社ビッツ
株式会社ブライセン
マルツエレック株式会社
三井住友信託銀行株式会社
株式会社メタテクノ
モバイルコンピューティング推進コンソーシアム
ユタカ電気株式会社
株式会社ラデックス
株式会社来夢多゛
一般社団法人RISC-V協会
リネオソリューションズ株式会社
株式会社連基
早稲田大学 グローバルソフトウェアエンジニアリング研究所

株式会社ヴィッツ
株式会社ウォンツ
有限会社OHK研究所
株式会社OTSL
株式会社コア 中部カンパニー
三幸電子株式会社
株式会社サンテック
株式会社テクノフュージョン
東海ソフト株式会社
東洋電機株式会社
萩原電気ホールディングス株式会社
株式会社バッファロー
半田重工業株式会社

ベルエアーシステムズ株式会社
株式会社明理工業
株式会社ユタカ電子

株式会社アフレル
株式会社インテック
学校法人金沢工業大学産業連携室

株式会社暁電機製作所
株式会社アクシアソフトデザイン
イーエルシステム株式会社
株式会社エイビイラボ
株式会社大阪エヌデーエス
一般財団法人関西情報センター
組込みシステム産業振興機構
株式会社クレスコ　大阪事業所
株式会社コア 関西カンパニー
コネクトフリー株式会社
株式会社Communication Technologies Inc.
株式会社システムクリエイティブ
株式会社システムプランニング
スキルシステムズ株式会社
株式会社ステップワン
株式会社窓飛
株式会社ソフトム
株式会社ソフト流通センター
太洋工業株式会社
株式会社たけびし
株式会社データ・テクノ
有限会社中野情報システム
株式会社日新システムズ
日本メカトロン株式会社
株式会社ハネロン
株式会社Bee
株式会社ビッツ 関西事業所
株式会社FLAPS
株式会社星光
株式会社村田製作所
株式会社ルナネクサス

株式会社エフェクト
株式会社コア 九州カンパニー
株式会社CIC 九州営業所
柳井電機工業株式会社

http://web.dendai.ac.jp/

https://www.tjsys.co.jp/

http://www.toshin-sh.co.jp/

https://www.toseisystems.co.jp/

https://www.tktk.co.jp/

http://www.toppers.jp/

http://www.tron.org/

https://k-tech.co.jp/

http://www.nagae-jp.com/

http://www.nikkinet.co.jp/

https://www.co-nss.co.jp/

http://www.nskint.co.jp/

https://www.nissay.co.jp/

https://www.lauterbach.com/jindex.html

https://jp.nextdrive.io/

http://www.noahsi.com/

https://www.nodus-inc.com/

http://www.hispot.co.jp/

http://www.patriot.co.jp/

http://www.haleng.co.jp/

http://www.be-method.co.jp/

https://www.pp-web.net/

http://www.btc-es.de/

http://biz3.co.jp/

https://www.hitachi-ics.co.jp/

https://www.bits.co.jp/

https://www.brycen.co.jp/

https://www.marutsu.co.jp/

https://www.smtb.jp/

https://www.meta.co.jp/

https://www.mcpc-jp.org/

http://www.yutakaelectric.co.jp/

https://www.rdx.co.jp/

http://www.ramuda.co.jp/

https://www.riscv.or.jp/

https://www.lineo.co.jp/

https://www.cnct.world/

http://www.washi.cs.waseda.ac.jp/

https://www.witz-inc.co.jp/

http://www.wantsinc.jp/

http://www.otsl.jp/

http://www.core.co.jp/

http://www.sanko-net.co.jp/

http://www.suntec.co.jp/

http://www.tfusion.co.jp/

http://www.tokai-soft.co.jp/

http://www.toyo-elec.co.jp/

https://www.hagiwara.co.jp/

http://buffalo.jp/

https://hanju.co.jp/

https://www.belairsystems.jp/

http://www.meiri.co.jp/

http://www.yutakadenshi.co.jp/

https://afrel.co.jp/

https://www.intec.co.jp/

https://www.kanazawa-it.ac.jp/

https://www.arunas.co.jp/

http://www.axia-sd.co.jp

http://www.el-systems.co.jp/

http://www.ab-lab.co.jp/

https://www.nds-osk.co.jp/

http://www.kiis.or.jp/

http://www.kansai-kumikomi.net/

https://www.cresco.co.jp/

http://www.core.co.jp/

https://connectfree.co.jp/

https://www.cti.kyoto/

http://sc.poi.ne.jp/

http://www.sysplnd.co.jp/

https://skill-systems.co.jp/

http://www.stepone.co.jp/

http://www.sohi.co.jp/

http://www.softm.co.jp/

http://www.k-src.jp/

http://www.taiyo-xelcom.co.jp/

http://www.takebishi.co.jp/

http://www.datatecno.co.jp/

http://nakanoinfosystem.com/

https://www.co-nss.co.jp/

http://www.n-mec.com/

http://www.haneron.com/

http://www.bee-u.com/

https://www.bits.co.jp/

https://www.e-flaps.com/

http://hoshimitsu.co.jp/

https://www.murata.com/ja-jp/

http://www.luna-nexus.com/

http://www.effect-effect.com/

http://www.core.co.jp/

https://www.cichdgroup.com/

http://www.yanaidenki.co.jp/

九 州 支 部

中 部 支 部

近 畿 支 部

北 陸 支 部

・個人会員 10名
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機関誌　Bulletin JASA Vol.87 一般社団法人組込みシステム技術協会
発行人　　会　　　長　　竹内　嘉一
編集人　　広報委員長　　横田　英史

◎無断転載を禁じます。

令和5年  10月 31日
東京都中央区入船1-5-11 弘報ビル5階
Tel.03-6372-0211　Fax.03-6372-0212
URL　https://www.jasa.or.jp/

■編集後記
　新型コロナ前のレベルにまで展示会に熱気が戻ってきた。これが7月に開催
したEdgeTech+Westの感想です。来場者数は前年比で1.5倍を超えました。
来場者で賑わう展示会場はもちろん、カンファレンスで立ち見が続出するなど、
組込み業界における旺盛な情報ニーズを肌で感じました。
　この流れに棹さすのが、本号の目玉であるEdgeTech+です。クルマ向けソフ
トウェア開発に欠かせない技術・製品、サービスに焦点を絞った
「Automotive Software Expo」など、ワクワクする新企画が盛り沢山です。エッ
ジ技術はもちろん、SDV（Software DefinedVehicle）や生成AI、DXなど来場

者の関心が高い講演も数多く用意しています。本号には、製品・サービスなどの
分野別に出展社を分類した恒例のカオスマップも掲載しましたので、ご覧いた
だければ幸いです。EdgeTech+への、ご来場をお待ちしております。
　前号で予告しましたが、書籍紹介コーナーで生成AI関連の読書案内を掲
載しました。書店の書棚は生成AI関連の書籍であふれ、どれを選んだら良い
か迷ってしまいます。今回は基本となる4冊を選びました。これらから得られる
知識をベースに、新しいアイデアが次々に登場する「使いこなし術（ノウハウ）」
については雑誌から習得するのが効率的だと思います。

広報委員長　横田英史
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シドニー大学 工学部  YongKenTye教授来訪
［目的］2023年5月国際員会のオーストラリ
ア訪問のフォローアップ
［背景］シドニー大学と日本の大学、関連企
業との情報交換の一環で2週間の予定で来
日。訪日の最後に、JASAを訪問、ビジネス
マッチングの可能性について探る。
［当日の議論］
①シドニー大学からデジタル、ヘルスケア、ス
マート工場の3つをテーマに研究開発を進
めている旨の発言
②JASA活動の近況、EdgeTech＋開催案
内、RISC-V関連
③ベトナムのEVメーカーがトヨタを抜いて
上場企業になったなどの自動車関連での動
向の共有
④近くベトナムでのRISC-Vのフォーラムが
あり、これらに一緒に参加しないかとのオ

ファー、1月の日本でのRISC-V Dayの招待
⑤オーストラリアにはデジタルのエンジニア
が「いない」と言うのは、本当らしい。日本は、
デジタルのエンジニアのポジションはあって
もインフラはあっても人がいない。そういう意
味で、お互いに助けられるような気がする。
話題としては、オーストラリア人に日本に来
て働けるのか、ワークパーミットは出るのか、
移民とかはできるのか、など広範な議論が
できた
⑥シドニー大学は、ベトナム（VIN, Vettel）、
シンガポール、日本（三菱電機）、インドネシ
ア、台湾（TSMC）などの広い範囲の企業と
連携を築こうとしている
⑦大学は企業からのドネーションに依存し
て学生を10％（年3万豪ドル）でサポートしよ
うとしている。また、ベトナムに積極的に出よ

JASA新入会員企業紹介

〒930-8577 富山県富山市牛島新町5-5　�����������	
���	�	��

当社は、技術研究、ICTコンサルティング、ソフトウェア開発、システム・インテグレーション、ネットワークサービス、アウト
ソーシングサービスなどを国内20拠点、海外１拠点で提供しています。また、産業、金融、公共などの様 な々分野で独自
のサービスを開発し、お客さまの事業展開を支えるとともに、豊かな生活とスマートコミュニティ作りを実現しています。
本協会の活動においては、社会変革につながるオープンイノベーション推進に貢献したいと考えております。

〒123-0852 東京都足立区関原二丁目42-8 細川ビル3階　����������	�����

株式会社連基は、商社でありながら、国内外に幅広い技術に精通したパートナーネットワークを持ち、お客様へ最適
かつ効率的なトータルソリューションの提供ができる体制を整えております。多くの実践経験から得たノウハウを活か
し、ハードウェアの輸入販売のみならず、サードパーティーによるソフトウェアのインテグレーションサービス、PC、モバイ
ルアプリケーションなど、一貫した開発を行い、ワンストップで最適なソリューションをご提供致します。

株式会社 連基

うとしている
⑧オーストラリアは大学が防衛にかなり比重
を置いている
⑨グローバルエンジニアリングネットワークと
いう概念をシドニー大学と議論することも有
益と考える

　Yong Ken Tye教授は、この2週間、日本
での鮨、酒をはじめとする日本の文化交流に
も積極的に取り組まれたようです。

右からYong Ken Tye教授、RISC-V協会河崎俊
平代表、武部専務理事

●開催予定：2023年12月9日（土曜日）　●開催形式：オンラインでの会員各社の新卒求人情報およびQ&Aを行いますので、全国の求人
情報を入手できます。　●参加者募集：求人情報（会員企業）、参加者（新卒求人活動予定の学生および学校関係者）の募集については、11
月に改めてJASAホームページ上でご案内させていただきます。
*運営は一般社団法人組込みシステム技術協会（JASA）が行います（外部機関/就活関連機関に委託しません）。
*本行事でJASAが知り得た、個人情報は本行事においてのみ活用し、JASAならびに運営担当者外部には開示いたしません。
学校ご関係者の方でご興味があれば、開催が正式決定次第、募集開始のご案内をお送りいたしますので、次のお問合せ先に、学校名・ご担当
者名・メールアドレスをおしらせください。　　　［お問い合わせ］ E-mail: registration@jasa.or.jp  本部事務局（担当：もり）

新卒求人企業 ⇔ 新卒就活生・学校関係者様のマッチング行事 業界研究セミナー
新卒就活生・学校法人様向け業界研究セミナーをオンライン開催します。



JASAは、組込みシステム技術とIoT・5G・AI等を包括するエッジコンピューティング技術の活用により、
様々な産業分野を跨ぐ協会として、技術の普及・高度化、調査研究、人材育成、ビジネス創出等、
広範な業界活動を積極的に展開しています。

名　称　一般社団法人組込みシステム技術協会
　　　　Japan Embedded Systems Technology Association（JASA）
会　長　竹内　嘉一
事務所　本部   東京都中央区入船 1-5-11 弘報ビル 5階
　　　　支部   北海道、東北、関東、中部、北陸、近畿、九州
会員数　正会員 136 社　賛助会員 29 社　支部会員 13 社
　　　　学術会員 4団体　個人会員 10 名
設　立　昭和 61 年 8月 7日　
　　　　平成 24 年 4月 1日 一般社団法人へ移行
組　織　事業推進本部、交流推進本部、人材育成事業本部、
　　　　技術本部、ET 事業本部
産業分類　日本標準産業分類　G-3912　組込みソフトウェア業

協会概要

協会広報及び政策提案等事業
①『JASAビジョン2030』に向けた諸事業の策定
②企業と経営者にとって必要とされる知識、人脈、協創機会の提供 
③業界マップ整備による協業とアライアンスの推進 
④ホームページ・機関誌等による業界広報と技術普及促進
⑤産官学に向けた JASA ブランド・ロイヤリティの向上 

交流促進事業
①海外動向等情報発信と国際化対応の支援 
②協業・ビジネスマッチング機会の提供 
③人脈形成のための人財交流の促進 
④学生に向けた業界認知度の向上と交流イベントの運営

人材育成事業
①ETEC（組込み技術者試験制度）によるスキル向上と技術者教育
②教育コンテンツ整備と各種セミナー運営による人材育成事業強化
③「ETロボコン」による若手技術者の教育機会を提供
④デジタル社会を牽引できる人材の育成を目的とした実践プロジェクト
　「イノベーションチャレンジ」の開催
⑤外国人育成と採用支援

技術高度化・普及開発事業
①機能安全とセキュリティ技術の追求及び安全仕様の手順化 
②モデリング技術の活用推進など先端研究レベルの成果追求 
③AI活用技術の推進 
④コモングラウンドを実現するエッジコンピューティング技術の推進 
⑤JASA標準組込みプラットフォームの構築
⑥持続可能社会のための省資源コンピューティングの推進 
⑦RISC-Vなどオープンな技術の発展、振興

展示会・イベント事業
①事業変革を推進するための最新技術とつながる総合展「EdgeTech+」の開催
②オープンイノベーションイベント、協業イベントの企画運営と若手来場者
　の取り込み
③業界団体イベントとしての様々なコンテンツ提供
④関連団体との連係等、応用分野の取り込みによる拡充と強化
⑤リアルイベントとともに魅力あるオンライン展示会の実現

支部活動と地域活性化
①支部・本部連携による、組込みシステム技術の普及啓発 
②オンライン会議・Webinarを活用した、地域から全国レベルの情報発信 
③地域特性を生かした支部事業の活性化と会員相互の交流促進
④地域における官公庁及び関連機関との情報交流と地域産業の活性化推進

主な事業活動

［本部事務局］
〒104 - 0042 東京都中央区入船1-5-11 弘報ビル5階
TEL: 03-6372-0211  Email: jasainfo@jasa.or.jp  https://www.jasa.or.jp/

組 織 図

目　的

組込みシステム（組込みソフトウエアを含めた組込みシステム
技術をいう。以下同じ。）における応用技術に関する調査研
究、標準化の推進、普及及び啓発等を行うことにより、組込み
システム技術の高度化及び効率化を図り、もって我が国の産
業の健全な発展と国民生活の向上に寄与することを目的と
する。

顧 　 　 問 参 　 　 与事 務 局
会 　 　 長

副 会 長

ＥＴ事業本部 人材育成事業本部 交流推進本部 事業推進本部
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出展に関する資料請求・お問い合わせ・お申し込み等
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パシフィコ横浜　展示ホール/アネックスホール

11月15日水 ‒17日金2023年
10:00-17:00
（
�日［木］は
���まで）

横浜開催

エッジテックプラス�����������	
���	�	
�������

2024年

7月11日木 ‒12日金

エッジテックプラス 大阪�����������	
���	�	
���������
コングレコンベンションセンター（グランフロント大阪 北館 B2F）

※詳細情報は、公式サイトでご確認ください。

エッジテクノロジーに新たなプラスで加速するDXと事業変革エエエエエエエエエエエエエエエッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテククククククククククククククククククククノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノロロロロロロロロロロロロロジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジーーーーーーーーーーエエエエエエエエエエエエッッッッッッッッッッッッッッッジジジジジジジジジジジジジジジジジテテテテテテテテテテテテテジジジテテテ にににににににににににににににににににに新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたななななななななななななななななななななななななププププププププププププププププププププププププププププププププププララララララララララララララララララララララススススススススススススススススススススででででででででででででででででででででででででででででででででで加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速速すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるDDDDDDDDDDDDDDDDDXXXXXXXXXXXXXXXXXXととととととととととととととととととと事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革革エッジテクノロジーに新たなプラスで加速するDXと事業変革
カンファレンスや展示会に加えて、応用産業＆関連技術と連携して

　　＜プラス＞の情報を発信する特別企画も開催！

＜画像認識AI EXPO 2023 Fall＞
DX社会の実現やさらなるイノベーションの
発展に向けて画像認識・解析AI技術が集結

＜オートモティブ ソフトウェア エキスポ＞
自動車開発におけるソフトウェア技術に
フォーカス。自動車開発関連の技術、製品、
情報が集結

新企画

来場
無料

出展申し込み

受付中!

［本部事務局］
〒104 - 0042 東京都中央区入船 1-5-11 弘報ビル 5階
TEL: 03-6372-0211  Email: jasainfo@jasa.or.jp  https://www.jasa.or.jp/
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